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　　　　　　（1）

　　　北　條　理

略傳

人

　先年物故した猫逸の偉大な天文卜者Seeligerは，，　Besselは近世實地天文

學の開祀である“εいふ事を或る本のうちに書いてゐます．Bessel氏の天

文學上に於いての功績は實に偉大なものであります．氏はただ天文學者で

あったばかりでなく，同時にまナこ偉大な藪學者であり，測地學者であり，

物理學者でありました．地球物理學通論，測地學通論，微分方程式，慮用

微分方程式論等に關する本のうちに我々は氏の名を見出します．天文學史

及び精測天文學上に氏の名が著しく光輝を放ってるるのは申すまでもあり

ません．撒學．臼こ於いてはBessel函藪が，球面天文直上ではBesse1要素

がそれぞれ氏の功績を永遠に記念してゐます．

　偉入の傳記はこれまで，主εして或る特殊な方面に限られてゐkのでは

ないかεも思はれます．例へば所謂英雄，豪傑ミかの傳記が多く讃まれてる

たのではないかざ思はれます，しかし武力によって地囲の色を塗り代へる

のが人間の偉大な理想でもなく，政髄εか教灌εかの箏奪，翻雫のあεをし

らべるのが歴曳の圭目的でもあるまいε思はれます．所謂英雄の傳記を愛

讃する時は，徒らに俗的功名慾が旺盛になり，雫ひをこのみ．氣は殺伐に

なり，却って人間の幸輻を破滅にみちびくのではないかε思はれます．現

今中學の西洋史の教科書なさも徒らに英雄崇拝的であり，政構の箏奪溝長

の記述にミさまるではないかミ思はれます．例へば奈翁について藪章に渉

って記述してあるが，英國の産業改革についてはその記述があまりに箪簡

すぎるε思はれます．却って奈翁については，一行位で十分であり，産業革
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命について記章，十三章をつひやすべきではあるまいかミ思はれます．俗

構ご俗的功名心εの二化である奈翁について知るよりも，産業革命につい

て十分に知る方が現今の就會を知り現代杜會生活をする上に必要であるミ

思はれます．

　偉人は偉人によって理解されます．氏の如き偉人の旧記を書くのは，．實

に青二才の身にSつては潜越であります．Besselの二三を書かすに，，私の

Bessel”の博記を書きます．曾って濁乱の有名な哲學者Windelbandは

　　　　　　　，，　Jeder　man　liess　seinen　Kant”

こ叫びましナこ．

　氏はWestphalenのMindenに於いて1784年7月22日に生まれました．

小児時代にはこれミいってすぐれた才能を氏は持ってるませんでしテこ．

MindenのGymnasiumへ二二してみたεき，氏はラテン語に苦しみまし

た．ラテン語が苦しくて燧に退學する様になりましナニ．氏はこのGymun－

asiumのラテン語の二二から逃げるために，計算の方がすきだから將來商

人になりtいミ父に申し出でましたGymunasiumの教師の一入Thiloが

氏のために，色々ε蓋力をしてくれたので氏の父は氏の計算の才能を認め

て．εうεう氏の退學を許可しました．これよりさき氏はかつてまさ硝子

のひミかたまりを得ました．この一片の硝子は圓みを帯びてゐましナこ．い

つもこの硝子を砂粒ε一緒にボケツ｝・のなかへ入れてゐましt．永い間砂

粒ε一緒に氏のボクツトのなかにあったこの硝子は段々角がミれて，ミう

Eういくらか太陽の光を集める様になりましナこ．郎ちいくらか凸レンズの

様になりました．そこで氏はこの硝子を先生のThiloに示し，そしてこれ

を凸レンズにするにはさうしたらよいかミ尋ねました．この硝子は現今心

逸の博物館に國費εして飾ってあるかさうかは知りません．この硝子の行

方をしらべたいご思ってゐますが，まだ何等手がかりを持ってるません．

この硝子こそは實に近世實二天文學の開祀を凋逸が生んだ主要な動機を構

成してゐます．氏が天文二者になった一・つの動機は實にこの二子によって

つくられました．氏はGymnasiumを牛途退學しましナこ．そして父の命に

よって習字，計算を精出して勉強し，そしてまた佛語及び地理學をも勉強
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しました．これらは二三商人εして一家を成して行くには必要でありま

した．

　その後氏が14歳のεき（日本の激へかたS，西洋の激へかたミは勿論相

蓮してゐます）即ち1799年1月1日にBremenの商館Andrea　Gottlieb

Kulenl〈amp　und　S6hneへ丁稚小曾εして入りましナこ．氏はこの商館で勤

勉につミめましナこ．二時は商業同盟（ハンザ同盟）が勢力のある時代であっ

て同盟都府のBremen，：Luebeckなきは非常に繁記してゐましナこ．この同盟

都府のBremenにある商館につεめてみた氏が，外回貿易Sか，遠征一一一

商業上の一一なさに興味を慈じたのは當然のこミであります．當時同盟都

府の商人たちは遠く佛蘭西の植民地，或は西班牙の植民地，さては支那等

へ盛に遽征しました．氏は先づ商品に訳する本ミか，博物に關する本ミか，

その他商業に關する本をよみましナこ．次に今度は晶晶以外の國々について，

それらの國々の商費はさんな風に行はれてるるか，Nそれらの國々へ行っ

てSりひきをするのにはさ・んな商品をこちらから持って行き，そして彼地

でさんな品を買って來たらよいかミいふ様なこミをしらべ出しました．そ

して族行者の旅行記ミか或はそれに類したものを好んでよみ，そして地理

學に記しての知識を得る度ごミに紙製の手帖にひかへておきました．そし

てその間に大馬力でしかも大いそぎ英語を勉強しました．幸に紙の上でな

しに，ロつから英語を勉強するこミが出血ました。西班牙語は始め文法や

よみかたを紙上で勉強しましナこが，後には二って西班牙語に行って居ナここ

εのある人について教はりました．二二貿易には商品に關する知識や外國

語の知識は勿論必要であります．航海術に關する知識を持ってるるこミも

當時εしては勿論必要でありましナこ．

　地理の本で英國のεころをみますご，線威Sいふ地名が出てゐます．こ

れは倫敦の近くにあります．そしてここには有名な天文i毫があります．そ

してこの緑威を通る子午線を基準εして東経何度こか西経何度ミかいふ風

に経度を歎へます．我が國の明石のSころを通る子午線は東経百三十五度

になってゐます．さてこの線威天文毫から有名な天文用の暦が出版されて

るます．そしてその暦は“天文暦“ミでも命名されてるたらよさそうに
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思はれますが，三三はこれに反して“天文暦“ミは命名されてるません．

“航海暦”ミ命名されてるます．その理由は線威天文墓の成立の由來を史的

に考察するε勿論すぐに理解されます．この天文肇はもε航海術を研究す

るためにつくられました．つまり月や太陽やその他の天艦の位置を精確に

研究して，それによって航海中の船が，すぐに自分の位置を知り，そして航

路をあやまるこミなく，安全に航海出門る様にするナこめにこδ）線威天文皇

が建設されナこのであります．帥ち實生活上の必要にせまられて，建設され

たのであります．航海術E天文學εは密接な丁丁のあるこεはこの線威天

文墓の建設の由來によって十分目理解されるでありませう．

　航海中の船がその自己の位置を間違なく見出すミいふこεが，重大問題

でありましfこ．氏は月の位置ミか太陽の位置εがセヅクズタント及び秒を

きざむ精確な時計εによって三三されるε，今日さちらの方向へ何浬進ん

だ：三か，旧いくらのはやさできちらへ向って船がすすんでみるεいふ檬な，

般の計算こ無關係に，航海中の船はその位置を知るこミが出來るε考へま

しナこ・けれさも當時，ハンザ同盟の航海部長は斯様な法を知りませんでし

た．そこで氏は氏が商業上で知りあった人々εこの方法について議論しま

しfこが，だれもそんなこミは無用の骨折だ，ただ目的の岸へ近づけばそれ

でよいのだミいって，ちつεもεりあってくれませんでした．なるほさ容

子のよくわかってみる欧洲の海を航海するのには氏の考へを用ひなくても

無事でありました．氏は自分の説がだれにもいれられないから，一暦のこNS

議論はやめて，實際に自分の説の正しいこミをみせつけてやらうε考へま

しfこ．即ち遠方へ航海して，これまでの襟に三子のわかってみる海εはち

がって，これまで船長がやって居ナこ方法では船の位置をきめるこεが出來

なくなり，大洋のまんなかで船長が自分の般の位置がわからなくなって眞

蒼になったεき，そのミき始めて，自分が航海中毎日毎日天艦観測をして，

二日毎日の船のいちを海圖の上にかいておき，今船は曹こに居るから，こ

れから♂ちらへ向いて何日航海するS目的の港へつくこごが出來るかεい

ふこミを船長に示して，船長をへこまして自分の考の正しいこεを實際に

示さうε考へました．そこで航海術の本で，ミくに天文的なεころを詳し
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く知らうミして，Moore　a・ふ人の書いた．　Epitome　of　practical　navigation

ミいふ本を讃みました．この本には，もしも讃者が實際の航海をやったこ

εのない人なら，天艦の綴測によって船の位置を決定するこミが出來るミ

いふこミも書いてあり，手取り早く讃むにはいいが，さうして二丁にけって

いするかミいふこミ及び球面三：角がぬきにしてあるから、結局てってい的

にはこの本では氏は満足しませんでした．それにまた氏は天文の基礎知識

をもつてみなかったので，この本をよんでも隔靴掻痒でありましナこ，そこで

氏は今度は天文の基礎知識を得るナこめにVoigtのかいた本やBohnenberger

のかいた天文の本をよみました．このBohnenbergerの本のなかには地理

的位置測定法がかいてあφ，その測定は鏡セツクスタントを使用して行ふ

ミいふこミが書いてありました．さきのMooreの本にかいてあったのは丁

度この鏡戸ツクスタントのこミだεうなづきました．これらの本をよんで

氏は大いに得るεころがありました．しかし悲しいこSには，氏があまり

熟心に天文の勉強をやりだしたので，氏の同僚が盛に氏をひやかし出した

ので，氏はこれらの本をこっそり人眼をしのんでよみました．これらの本

をよんで氏は航海術の問題を解くのに数學εいふものが非常に役立っεい

ふこεを知り．さっそく初等の教科書を藪日間で讃評し，それから後は

BOhnenbergerの本をたやすく讃むこごが出來ました．それから今度は星

の高度をはかる器械ε秒をきざむ振子時計εを得やうS慾しましナこ．この

二つの器機は幸にも得られまし7こ．指物師及び時計製作者のたすけによっ

て氏は象牙にふちさられたマホガニー一SUのセツクスタント及び固定望湛鏡

ミを得ました．時計は氏の友入Helleの家で見出しまし7．このHelle　NSい

ふ人は天文のこミをよく知ってみる人でありました．氏は友人Helle　NS　一‘

緒にこれらの器機を据えつけそして二人のうちのさちらか時刻測定がうま

いかをやりました．その結果はこれらの貧弱な器機が二期以上の精密さを

示しナこのでびっくりしました．それからもつε重要な結果はこの測定のお

かけで三角の計算がすっかりおてのものになつナニ：三いふこミでありましずこ

氏はその次に氏の貧弱な望還鏡であかるい恒星が月のくらいふちへはいっ

て行くのを観測しました．その観測の結果を他の入がやった同一の現象の
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観測結果ミ比較してみたくてたまらなくなりましt．幸にも當時獲行され

てるた雑誌一この言葉は勿論豆蒔でないかもしれません一Monatliche

Korrespondenz（Zach　Sレ・ふ入が獲行してゐました）及び天文年報に氏が

慾求してきた観測結果が出してありました．そこで氏はBohnenbergerの

本にしたがって，これらの観測のおこなはれた地鮎ξ氏が観測した地瓢一

一：Brelnen一εの間の時刻の相違をこの爾観測の結果をしらべて計算して

決めなければなりませんでした．その結果たった一一・二秒あやしいEいふ程

度にまで精密に決定されました．これが氏の實回天文學上に於いての最初

の成功でありました．このεきの氏のよろこびは非常なものでありましナこ．

氏はこのεきのよろこびについて自ら次の様に書いてゐます．部ち“この

成功が私にもナこらしたざころのよろこびを理解しようこする人は青年の熟

情をもたなければなりません云々．”（つN’く）

　　　　　　　　　　　　星

　　　　　大　　阪　　　岡　　田　　春　　潮

ものみな眠る眞夜なか　　ただ狸り窓を開いて

　　　大室に耀やく星くずの　沈獣の歌を聞く

深く澄める闇黒の室に　　きらめく盛付の星！

　　　　過ぎ行く時の流れに　　音も無く流れ行くか

つち

地の上の総ての人は眠って

　　　　紳秘なる星の歌を

私ひεり目覧めてみる一

私ひNSりが聞いてみる！

私の心は故もなく　　馴しなき大室に飛んで行く

　　　　未だ見ぬ宇宙の涯から　　星は私を導いてくれる

すべてのものの眠ってみる地上に　私はひNSりの知己をも求めない

　　　　室の彼方の星くずよ　　私は御前だけで満足だ！

ここに私の存在がある そして私は畔塗されてある一


